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一
、 序

　
筆
者
は
こ
こ
数
年
、
久
邇
宮
と
そ
の
書
に
つ
い
て
研
究
し
、
既
に
本
紀
要
に

二
篇
の
論
文
を
発
表
し
て
い

二
〇
一
二
年
の
春
に
、
保
津
川
河
畔
に
久
邇

宮
邦
彦
王
（
図
１
）
の
「
保
寿
泉
」
碑
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
調
査
に

赴
こ
う
と
考
え
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
保
津
川
河
畔
に
は
土
方
久
元
の
詩
碑
も

残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
筆
者
の
興
味
は
増
幅
さ
れ
た
。

　
保
津
川
は
、
大
堰
川
の
中

流
部
の
亀
岡
盆
地
と
京
都
盆

地
の
嵐
山
ま
で
の
約
十
六
キ

ロ
を
指
す
。「
保
津
峡
」
と

も
云
う
。
な
お
、
嵐
山
の
渡

月
橋
か
ら
下
流
は
桂
川
と
な

る
。
と
こ
ろ
で
、
保
津
川
下

り
は
、
文
字
通
り
舟
で
保
津

川
を
下
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

（
注
１
）

る
。

の
二
基
の
石
碑
を
見
よ
う
と
し
て
も
、
下
っ
て
い
く
舟
の
上
か
ら
見
る
こ
と
し

か
で
き
な
い
。
上
陸
し
て
調
査
す
る
に
は
、
舟
一
隻
ま
た
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
借

り
切
る
し
か
な
い
こ
と
を
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川

の
副
代
表
理
事
で
大
阪
商
業
大
学
准
教
授
の
原
田
禎
夫
氏
よ
り
教
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
氏
お
よ
び
保
津
川
遊
船
代
表
理
事
の
工
藤
正
氏
の
考
え
で
は
、
舟
を

利
用
し
た
場
合
、
増
水
時
に
は
接
岸
し
て
上
陸
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
の
方
が
好
ま
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、

楕
円
形
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
用
い
、
パ
ド
ル
を
使
っ
て
川
下
り
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

　
二
〇
一
二
年
九
月
十
日
、
筆
者
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
保
津
川
を
下
り
、「
女

淵
」
を
過
ぎ
て
「
寄
り
方
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
立
つ
土
方
久
元
の
詩
碑
、
お

よ
び
廻
り
淵
の
岸
上
に
立
つ
久
邇
宮
邦
彦
王
の
「
保
寿
泉
」
碑
を
、
そ
れ
ぞ
れ

上
陸
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
邦
彦
王
に
よ
る
「
保
寿
泉
」

の
命
名
と
、
南
画
家
・
平
尾
竹
霞
に
よ
る
「
保
寿
泉
」
建
立
の
経
緯
に
関
し
て
、

実
地
調
査
を
踏
ま
え
、
文
献
資
料
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

土
方
久
元
の
詩
碑
、
お
よ
び
そ
の
詩
に
対
す
る
当
時
の
漢
詩
人
た
ち
の
次
韻
に

関
し
て
は
、
別
稿
で
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。
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京
都
・
保
津
川
河
畔
の
久
邇
宮
邦
彦
王
「
保
寿
泉
」
碑
に
つ
い
て

─
─
邦
彦
王
の
「
保
寿
泉
」
命
名
と
平
尾
竹
霞
の
石
碑
建
立
に
関
す
る
考
察
─
─

内
　
　
田
　
　
誠
　
　
一

図
１
　
久
邇
宮
邦
彦
王
肖
像
（『
邦
彦
王
行
実
』
よ
り
）



三
二

　
な
お
敬
称
・
敬
語
に
つ
い
て
は
、
史
家
の
仕
法
に
倣
い
最
小
限
度
に
と
ど
め

た
。
ま
た
、
本
稿
で
写
真
版
に
用
い
た
肉
筆
資
料
の
う
ち
、
所
蔵
者
名
の
記
し

て
い
な
い
も
の
は
、
全
て
筆
者
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

二
、「
保
寿
泉
」
命
名
と
「
保
寿
泉
」
碑
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て

（
１
）　「
廻
り
淵
」
と
「
保
寿
泉
」
碑
に
つ
い
て

　「
保
寿
泉
」
碑
の
書
丹
者
は
久
邇
宮
邦
彦
王
（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）
で
あ

る
。
王
は
、
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の
第
三
王
子
で
、
久
邇
宮
第
二
世
。
香
淳
皇
后

（
昭
和
天
皇
皇
后
）
の
父
宮
に
当
た
ら
れ
る
。
邦
彦
王
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
注

（
１
）
に
示
し
た
拙
稿
「
久
邇
宮
三
代
の
書
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
こ
の
「
保
寿
泉
」
碑
は
、
保
津
川
の
「
廻
り
淵
」
の
岸
上
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。
廻
り
淵
は
、
廻
り
が
淵
、
あ
る
い
は
曲
り
淵
と
も
云
う
。
廻
り
淵
に

つ
い
て
、
長
岡
参
寥
『
四
季
の
保
津
川
　
嵐
峡
風
雅
集
』（
拈
華
社
、
一
九
四
一

年
）
で
は
、

「
水
流
の
甚
だ
緩
に
し
て
、
深
淵
と
為
る
処
、
廻
り
淵
の
名
あ
り
、
直
兄
の

歌
に
い
は
く
、
龍
か
み
や
蟠
り
ぬ
る
ま
か
り
ふ
ち
　
う
つ
ま
く
み
れ
は
そ

こ
つ
寒
け
し
　
と
。
水
色
蒼
々
と
し
て
、
深
さ
幾
丈
な
る
を
し
ら
ず
、
峡

中
第
一
の
深
潭
と
為
す
」

と
あ
る
。「
直
兄
」
と
は
加
茂
季
鷹
門
下
の
京
都
の
歌
人
・
松
田
直
兄
（
一
七
八

三
～
一
八
五
四
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
和
歌
の
大
意
は
「
龍
神
が
と
ぐ
ろ
を
巻

い
て
い
る
曲
り
淵
、
そ
の
水
が
渦
巻
い
て
い
る
の
を
見
る
と
水
底
が
寒
々
と
し

て
い
る
よ
う
だ
」。「
峡
中
第
一
の
深
潭
」
と
あ
る
が
、『
保
津
川
文
化
　
１
号
』

（
保
津
川
文
化
史
研
究
グ
ル
ー
プ
、
一
九
七
一
年
）
所
収
の
「
保
津
川
下
り
古
老

聞
書
き
」（
伊
豆
田
文
平
翁
談
　
明
治
　
年
生
　
沢
村
秀
夫
記
）
を
見
る
と
、
伊

３７

豆
田
翁
が
「〝
曲
り
渊
〟
は
水
深
十
五
米
、
保
津
峡
で
一
番
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
あ
た
り
が
保
津
川
下
り
十
六
キ
ロ
の
半
分
の
と
こ
ろ
で
す
」
と
説
明
し
て

い
る
。
水
深
十
五
メ
ー
ト
ル
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　
廻
り
淵
は
、
保
津
川
を
下
っ
て
「
小
鮎
の
滝
」
や
「
女
淵
」
を
通
過
し
、「
長

瀬
（
二
股
の
瀬
）」
を
過
ぎ
る
と
、
右
に
曲
が
る
場
所
に
あ
る
。
曲
が
る
と
言
っ

て
も
、
単
純
に
「
Ｌ
」
字
型
に
曲
が
る
の
で
は
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
文
字
の
「
Ω

（
オ
ー
メ
ガ
）」
の
両
端
を
、
少
し
左
右
に
引
き
伸
ば
し
た
よ
う
な
形
で
あ
る
、

と
で
も
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
曲
り
角
の
淵
で
水
の
流
れ
が
緩
慢
と
な

り
、「
Ω
」
字
の
円
形
部
分
で
水
が
渦
を
巻
い
て
い
る
。
よ
っ
て
「
廻
り
淵
」「
曲

り
淵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
松
田
直

兄
が
「
龍
神
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い

る
」
と
歌
っ
た
の
も
、
さ
も
あ
り
な

ん
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
淵
は
特
に
深

い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
若
者
に
と
っ
て
の
、
恰
好
の

飛
び
込
み
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
廻
り
淵
の
岸
上
に
立
碑
さ
れ

て
い
る
の
が
「
保
寿
泉
」
碑
（
図
２
）

で
あ
る
。
三
角
形
の
自
然
石
で
、
高

さ
百
七
十
三
糎
、
底
辺
は
二
百
六
十

四
糎
。
中
央
に
行
書
で
「
保
寿
泉
」

と
あ
り
、
改
行
し
て
「
兼
堂
」
と
署

し
て
あ
る
。「
兼
堂
」
は
邦
彦
王
の
雅

内　　田　　誠　　一 ４２３

図
２
　「
保
寿
泉
」
碑



三
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号
。
署
名
の
直
下
に
「
邦
彦
王
章
」（
白
文
方
印
）「
兼
堂
」（
朱
文
方
印
）
の

二
印
が
あ
る
。
な
お
、「
保
寿
泉
」
の
「
保
」
の
字
の
右
肩
に
は
「
憲
章
文
武
」

（
白
文
長
方
印
）
の
関
防
印
が
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
時
に
は
、
碑
面
の
ほ
ぼ

半
分
が
苔
む
し
て
い
た
。

　
な
ぜ
、
こ
こ
に
「
保
寿
泉
」
碑
が
立
碑
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
こ
に

泉
が
湧
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
保
津
川
を
下
る
船
頭
が
、
昔
か
ら
こ
の
泉

水
で
喉
を
潤
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
泉
に
「
保
寿
泉
」
と
命
名
さ
れ
た

の
が
、
邦
彦
王
で
あ
る
。

（
２
）　
川
西
光
之
助
筆
「
純
酒
保
寿
泉
命
名
記
」
に
見
る
命
名
と

石
碑
建
立
の
経
緯

　
命
名
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
京
都
の
梨
木
神
社
の
宮
司
で
あ
っ
た
川
西
光
之

助
翁
の
「
純
酒
保
寿
泉
命
名
記
」（
以
下
、「
命
名
記
」）（
図
３
）
に
詳
し
い
。

こ
れ
は
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
、
川
西
光
之
助
翁
が
聯
落
の
画
仙
紙
に

墨
筆
を
揮
い
、
安
田
酒
造
の
安
田
揚
之
助
氏
に
贈
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
額
装

さ
れ
て
、
光
之
助
翁
の
令
孫
の
川
西
光
敬
氏
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

梨
木
神
社
に
も
川
西
翁
の
「
命
名
記
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
「
命
名
記
」
の
文 

仮
に
三
段
に
分
割
し
、
そ
の
第
一
段
を
次
に
引

用
す
る
。
原
本
に
は
句
読
点
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
便
宜
的
に
内
田
が
句

読
点
を
付
し
た
。
ま
た
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
原
本
に
は
な
い
記
号
や
空

格
を
加
え
た
部
分
が
あ
る
（
以
下
同
様
）。

「
山
城
保
津
川
・
曲
渕
の
北
岸
、
断
崖
絶
壁
の
下
、
清
泉
湧
出
す
。
篠
山
の

人
・
画
家
竹
霞
平
尾
悳
　
常
に
之
を
愛
飲
す
。
昭
和
登
極
の
大
典
に
際

し
、
久
邇
大
将
宮
邦
彦
王
殿
下
、
京
都
南
禅
寺
畔
　
野
村
邸
に
館
し
給
ふ

や
、
竹
霞
　
人
を
曲
渕
に
遣
は
し
、
清
泉
を
汲
み
、
日
々
　
之
を
殿
下
に

献
ず
。
殿
下
　
嘉
賞
し
給
ひ
、
保
寿
泉
の
三
大
字
を
書
し
て
、
之
に
賜
ふ
。

竹
霞
　
恐
懼
感
激
し
て
、
之
を
巨
石
に
刻
し
、
曲
渕
潭
上
に
置
く
」

　「
画
家
竹
霞
平
尾
悳
」
と
は
、
田
能
村
直
入
門
下
の
南
画
家
・
平
尾
竹
霞
（
一

八
五
六
～
一
九
三
九
）。
竹
霞
は
丹
波
篠
山
の
人
で
、
王
地
山
焼
の
陶
画
工
で

あ
っ
た
平
尾
竹
郭
の
長
男
。
名
は
経
悳
、
字
は
明
卿
。
別
号
に
妙
々
居
士
・
半

雲
子
な
ど
が
あ
る
。
学
を
、
旧
・
篠
山
藩
士
で
漢
学
者
の
渡
辺
弗
措
に
学
び
、

画
は
田
能
村
直
入
の
門
下
と
し
て
南
画
を
極
め
た
。

　「
京
都
南
禅
寺
畔
　
野
村
邸
」
と
は
、
野
村
財
閥
を
築
い
た
二
代
・
野
村
徳
七

（
一
八
七
八
～
一
九
四
五
・
号
は
得
庵
）
の
別
邸
「
碧
雲
荘
」。
昭
和
天
皇
即
位

の
大
典
の
際
に
は
、
こ
の
七
千
坪
に
及
ぶ
広
壮
な
別
邸
が
、
久
邇
宮
家
の
宿
泊

場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
光
栄
に
思
っ
た
野
村
は
、
大
玄
関
・
大
書
院
・
能

舞
台
を
新
築
し
て
久
邇
宮
四
殿
下
の
御
来
臨
に
備
え
た
と
い
う
。
現
在
、
大
書

院
の
長
押
に
は
、
邦
彦
王
の
熱
海
で
の
絶
筆
と
な
っ
た
「
碧
雲
荘
」
の
扁
額
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
と
い 

邦
彦
王
と
俔
子
妃
、
そ
し
て
第
一
王
子
・
朝
融
王

（
注
２
）

章
を

（
注
３
）

う
。

京都・保津川河畔の久邇宮邦彦王「保寿泉」碑について４２２

図
３
　「
純
酒
保
寿
泉
命
名
記
」



三
四

の
、
大
典
の
折
の
一
齣
が
写
真
に

残
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。

　
さ
て
、
右
に
引
用
し
た
「
命
名

記
」
の
内
容
を
現
代
語
に
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。「
山
城
の

国
保
津
川
の
曲
淵
の
北
岸
に
あ
る

断
崖
絶
壁
の
下
に
清
ら
か
な
泉
が

湧
き
だ
し
て
い
る
。
丹
波
篠
山
の

人
で
あ
る
平
尾
竹
霞
は
、
い
つ
も

こ
の
泉
水
を
愛
飲
し
て
い
た
。
昭

和
天
皇
の
即
位
の
大
典
の
折
に
、

久
邇
宮
邦
彦
王
殿
下
は
京
都
南

禅
寺
近
く
の
野
村
得
庵
の
碧
雲
荘

に
滞
在
さ
れ
た
が
、
竹
霞
は
曲
淵

に
人
を
遣
わ
し
て
清
泉
を
汲
ま
せ
、
日
々
そ
の
水
を
殿
下
に
献
上
し
た
。
殿
下

は
褒
め
称
え
ら
れ
、「
保
寿
泉
」
の
三
大
字
を
書
か
れ
て
竹
霞
に
下
賜
な
さ
っ

た
。
竹
霞
は
か
し
こ
ま
っ
て
感
激
し
て
、
そ
の
文
字
を
大
き
な
石
に
刻
み
、
曲

淵
の
ほ
と
り
に
据
え
た
」。
つ
ま
り
、
竹
霞
が
献
上
し
た
廻
り
淵
の
清
泉
の
泉
を

邦
彦
王
が
喜
ば
れ
て
、「
保
寿
泉
」
と
命
名
さ
れ
、
さ
ら
に
玉
筆
を
揮
わ
れ
た
こ

と
に
な
る
。（

３
）　
平
尾
竹
霞
筆
「
保
寿
泉
水
献
上
図
」
と
、
竹
霞
が
角
田
敬

三
郎
に
宛
て
た
書
簡

　
と
こ
ろ
で
、
竹
霞
自
身
が
彩
管
を
揮
っ
て
、
廻
り
淵
の
清
泉
の
水
を
汲
ん
で

邦
彦
王
の
所
へ
運
ん
で
い

る
人
を
描
い
た
「
保
寿
泉

水
献
上
図
」
が
あ
る
。
立

烏
帽
子
に
浄
衣
姿
で
荷
い

桶
二
つ
を
天
秤
棒
で
担
い

で
運
ぶ
人
の
図
（
図
５
）

が
下
方
に
描
か
れ
て
い

る
。
図
の
右
上
に
は
、

「
昭
和
三
年
十
一
月
吉
祥

　
久
邇
大
将
宮
の
御
命
名

を
賜
ふ
／
清
水
を
汲
み
て
宮
へ
運
び
け
る
人
を
画
き
よ
め
る
／
己
巳
正
朝
七
十

四
叟
竹
霞
山
人
悳
」
と
あ
り
、「
竹
霞
」
と
い
う
朱
文
楕
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る

（
図
６
）。
ま
た
、
本
紙
左
下
に
捺
さ
れ
た
遊
印
に
は
「
保
寿
仙
史
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
「
保
寿
泉
」
に
因
ん
だ
竹
霞
の
別
号
で
あ
る
。
な
お
、「
保
寿
僊
史
」

（「
僊
」
は
「
仙
」
と
同
義
）
と
刻
し
た
別
の
印
を
用
い
た
例
が
あ
る
。
本
紙
左

上
に
は
、「
湧
出
る
保
寿
の
い
つ
み
き
よ
け
れ
は
　
く
み
て
捧
け
ん
雲
の
う
へ

ま
て
」
と
い
う
竹
霞
自
詠
の
和
歌
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
竹
霞
の
識
語
で
は
、

邦
彦
王
の
「
保
寿
泉
」
命
名
は
昭
和
三
年
十
一
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

内　　田　　誠　　一

図
４
　
久
邇
宮
三
殿
下

図
５
　「
保
寿
泉
水
献
上
図
」（
部
分
）

図
６
　
竹
霞
の
識
語
と
落
款
部
分
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前
引
の
「
命
名
記
」
に
は
具
体
的
な
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
章
の
前

後
関
係
か
ら
判
断
し
て
、
竹
霞
の
言
う
「
昭
和
三
年
十
一
月
」
と
い
う
年
月
と

矛
盾
し
な
い
。

　
次
に
「
保
寿
泉
」
の
石
碑
を
運
ぶ
内
容
を
竹
霞
が
書
い
て
、
久
邇
宮
家
家
令

の
角
田
敬
三
郎
に
宛
て
た
書
簡
（
図
７
）
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。
画
家
の
書

簡
ら
し
く
、
巻
紙
の
中
に
は
仏
手
柑
の
画
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
拝
啓
　
過
日
も
推
参
仕
候
／
節

御
話
申
上
候
保
津
／
建
碑
重
量

千
二
百
貫
と
／
仮
定
運
び
随
分
面

倒
／
に
て
漸
く
停
車
場
よ
り
／
篠

村
在
郷
軍
人
総
出
に
て
／
保
津
橋

辺
迄
着
昨
今
／
筏
組
立
川
水
よ
く

都
合
に
て
／
現
場
へ
下
シ
可
申
候

事
行
／
詰
り
候
へ
ハ
在
郷
軍
人
之

働
呉
／
る
な
ど
ハ
全
く
殿
下
之
御

高
徳
を
と
／
仰
き
候
猶
落
成
之
上

ハ
早
速
／
言
上
可
仕
候
扨
昨
日
紀

州
／
よ
り
客
来
有
之
携
帯
之
／

（
仏
手
柑
の
画
）
甚
不
出
来
に
候

へ
共
／
香
棣
の
／
香
ひ
高
く
／
候

へ
ハ 
為
持 
／
分
配
致
候
／
大
殿
下

も
た
せ

ハ
御
滞
京
ニ
御
座
候
哉
／
承
り
度

候
未
タ
二
三
有
之
献
／
上
致
候
て
ハ
如
何
と
存
候
御
差
／
図
被
成
下
度
先

者
又
々
乱
筆
／
を
以
て
御
伺
旁
如
此
ニ
御
座
候
／
敬
具
／
十
一
月
一
日
／

竹
霞
山
人
拝
／
角
田
老
閣
下
」（
以
下
、
こ
の
書
簡
文
を
部
分
的
に
引
用

す
る
場
合
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
表
記
を
改
め
る
場
合
が
あ
る
）

　
書
簡
に
は
「
十
一
月
一
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
邦
彦
王
は
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
一
月
二
十
七
日
に
薨
去
さ
れ
て
い
る
。
文
中
に
和
歌
山
の
仏
手

 

献
上
し
よ
う
と
し
て
、「
大
殿
下
は
御
滞
京
に
御
座
候
や
」
と
王
の
入
洛
を

問
う
一
節
が
あ
る
。「
大
殿
下
」
は
邦
彦
王
の
こ
と
。
久
邇
若
宮
の
朝
融
王
と
区

別
す
る
た
め
に
敢
え
て
「
大
」
の
字
を
冠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
な
る
と
、

こ
の
書
簡
は
前
年
の
昭
和
三
年
十
一
月
の
も
の
と
知
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
不
思
議
な
の
は
、「
運
び
随
分
面
倒
に
て
、
漸
く
停
車
場
よ

り
篠
村
（
内
田
注
‥
当
時
の
桑
田
郡
篠
村
を
指
す
。
篠
村
は
一
九
五
九
年
九
月

に
亀
岡
市
に
編
入
）
在
郷
軍
人
総
出
に
て
、
保
津
橋
辺
迄
着
。
昨
今
、
筏
組
立
、

川
水
よ
く
都
合
に
て
現
場
へ
下
し
申
す
べ
く
候
」
と
あ
る
こ
と
。
お
そ
ら
く
は

十
月
下
旬
か
ら
末
頃
ま
で
の
時
点
で
、
千
二
百
貫
（
四
・
五
屯
）
も
の
巨
石
を

亀
岡
の
駅
か
ら
保
津
橋
付
近
ま
で
運
び
、
書
簡
が
書
か
れ
た
十
一
月
一
日
の
段

階
で
、
筏
を
組
み
立
て
て
、
そ
れ
に
乗
せ
て
現
場
へ
運
ぶ
準
備
が
殆
ど
整
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
、「
行
詰
り
候
へ
ば
、
在
郷
軍
人
の
働
き
く
れ
る
な

ど
は
、
全
く
殿
下
の
御
高
徳
を
と
仰
き
候
。
猶
、
落
成
の
上
は
、
早
速
言
上
仕

る
べ
く
候
」
と
竹
霞
は
記
す
。
困
難
を
極
め
た
運
搬
に
在
郷
軍
人
が
力
を
貸
し

て
く
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
久
邇
大
将
宮
の
御
高
徳
の
お
蔭
で
あ
る
と
感
謝
し

た
上
で
、
石
碑
が
落
成
し
た
ら
、
す
ぐ
に
も
そ
の
旨
お
伝
え
申
し
上
げ
る
、
と

伝
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
近
い
う
ち
に
立
碑
で
き
る
情
況
に
あ
る
こ
と
が
、

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
と
な
る
と
、
こ
の
段
階
で
石
碑
に
は
、
既
に
「
保
寿
泉
」
の
三
大
字
が
刻
さ

れ
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
足
場
の
悪
い
廻
り
淵
の
岸
辺
で

（
注
４
）

柑
を

京都・保津川河畔の久邇宮邦彦王「保寿泉」碑について

図
７
　
竹
霞
自
筆
書
簡
（「
建
碑
重
量
」
か

ら
「
昨
日
紀
州
」
ま
で
の
部
分
）
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石
工
が
刻
字
す
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
邦
彦
王
に
よ
る
命
名

は
、
当
然
昭
和
三
年
十
月
下
旬
よ
り
も
以
前
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
、
辻
褄
が

合
わ
な
い
。（

４
）　
邦
彦
王
の
舟
に
乗
っ
た
船
頭
の
回
想
の
分
析

　
命
名
の
時
期
お
よ
び
立
碑
の
時
期
を
考
察
す
る
前
に
、
こ
の
石
碑
を
廻
り
淵

に
運
ん
だ
情
況
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
、
当
時
の
船
頭
・
村
田
太
一
翁

（
明
治
四
十
二
年
・
一
九
〇
九
年
生
ま
れ
）
の
回
想
を
次
に
引
用
し
た
い
。
聞
書

き
で
あ
る
か
ら
、
当
地
の
俚
言
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
そ
の
碑
を
建
て
る
と
き
に
ね
、
わ
し
ら
が
殿
下
（
内
田
注
‥
邦
彦
王
）

を
舟
に
乗
せ
て
い
き
ま
し
た
ん
や
わ
。
ち
ょ
う
ど
わ
し
が
徴
兵
検
査
の
じ

ぶ
ん
で
し
た
わ
。
碑
の
岩
は
鞍
馬
か
ら
運
ん
で
来
た
大
き
な
石
で
ね
、
鉄

道
の
貨
車
に
乗
っ
て
き
た
の
を
亀
岡
駅
か
ら 
木  
馬 
（
内
田
注
‥
木
材
の
搬

き
 う
ま

出
な
ど
に
使
う
そ
り
の
一
種
。「
き
ん
ま
」
と
も
読
む
）
に
乗
せ
て
ね
、

ほ
ん
で
道
に
竹
を
敷
い
て
、
保
津
の
浜
ま
で
運
び
ま
し
て
ね
。
ほ
し
て
筏

に
乗
せ
て
供
回
り
ヶ
淵
〟
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
建
て
た
ん
で
す
。」（
小
谷

正
治
『
保
津
川
下
り
船
頭
夜
話
』、
文
理
閣
、
一
九
八
三
年
。
以
下
、
村
田

翁
の
回
想
は
こ
の
書
籍
よ
り
の
引
用
で
あ
る
）

こ
の
村
田
翁
は
立
碑
の
際
に
同
行
し
た
よ
う
で
、「
わ
し
ら
が
殿
下
を
舟
に
乗
せ

て
い
き
ま
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
碑
に
は
邦
彦
王
も
立
ち
会
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
石
碑
の
材
質
に
つ
い
て
は
、「
碑
の
岩
は
鞍
馬
か
ら
運
ん
で
来

た
」
と
あ
る
の
で
、
自
然
石
の
ま
ま
庭
石
な
ど
に
使
わ
れ
る
、
閃
緑
岩
の
「
鞍

馬
石
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
鉄
道
の
貨
車
に
乗
」
せ
て
き
た
石
碑
を
、

「
亀
岡
駅
か
ら
木
馬
に
乗
せ
」
て
「
保
津
の
浜
ま
で
運
び
」、
さ
ら
に
「
筏
に
乗

せ
て
」
廻
り
淵
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
村
田
翁
の
回
想
は
、
前
に
引
用
し
た
平
尾

竹
霞
書
簡
の
「
漸
く
停
車
場
よ
り
篠
村
在
郷
軍
人
総
出
に
て
、
保
津
橋
辺
迄
着
。

昨
今
、
筏
組
立
、
川
水
よ
く
都
合
に
て
現
場
へ
下
し
申
す
べ
く
候
」
と
い
う
記

述
と
ぴ
た
り
一
致
す
る
。

「
殿
下
は
そ
の
頃
、
京
都
師
団
（
聞
き
手
の
小
谷
氏
注
‥
旧
陸
軍
）
の
師
団

長
し
と
ら
れ
た
ん
で
す
わ
。
ほ
ん
で
毎
年
そ
う
し
て
川
下
り
に
来
た
は
り

ま
し
て
ね
。
わ
し
ね
、
三
年
ほ
ど
続
け
て
殿
下
の
船
に
乗
り
ま
し
た
わ
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
邦
彦
王
は
少
な
く
と
も
三
回
は
保
津
川
下
り
に
来
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
松
井
拳
堂
『
丹
波
人
物
志
』（
同
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年
）

の
「
平
尾
竹
霞
」
の
項
に
は
、
竹
霞
が
「
網
代
の
清
水
」（
後
の
保
寿
泉
）
の

こ
と
を
「
親
友
本
郷
大
将
に
語
」
っ
た
の
で
、「
邦
彦
王
の
耳
に
入
」
っ
た
と

あ
る
。
恐
ら
く
は
、
久
邇
宮
宮
務
監
督
の
本
郷
房
太
郎
（
一
八
六
〇
～
一
九
三

一
）
や
平
尾
竹
霞
が
保
津
川
の
景
観
の
妙
や
廻
り
淵
の
泉
水
の
美
味
を
王
に
紹

介
し
た
か
ら
こ
そ
、
王
は
保
津
川
に
足
を
運
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、

村
田
翁
の
「
殿
下
は
そ
の
頃
、
京
都
師
団
の
師
団
長
し
と
ら
れ
た
ん
で
す
わ
」

は
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。
王
は
第
十
五
師
団
（
豊
橋
）
の
師
団
長
と
近
衛
師
団

長
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
師
団
（
第
十
六
師
団
）
の
師
団
長
の
経
歴
は

な
い
。
王
の
当
時
の
役
職
は
軍
事
参
議
官
。「
軍
事
参
議
官
」
と
い
う
役
職
は
一

般
人
に
は
馴
染
み
が
薄
い
。
そ
の
た
め
、
恐
ら
く
は
、
当
時
の
村
田
青
年
の
周

囲
の
人
が
「
殿
下
は
師
団
長
し
て
は
っ
た
方
や
で
」
と
説
明
し
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
、
京
都
師
団
長
だ
と
錯
覚
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
邦
彦
王
行
実
』（
久
邇
宮
蔵
版
、
一
九
四
一
年
。
以
下
『
行
実
』）
に
は
、
王

の
保
津
川
下
り
が
一
回
の
み
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
正
十
五
（
一
九
二

六
）
年
の
七
月
二
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
村
田
翁
が
「
わ
し
ね
、
三
年
ほ
ど
続
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け
て
殿
下
の
船
に
乗
り
ま
し
た
わ
」
と
回
想
し
て
い
る
の
で
、
大
正
十
五
年
前

後
に
も
保
津
川
を
下
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。『
行
実
』
で
は
、
大
正
十
三
年
五

月
、
大
正
十
四
年
五
月
に
も
京
都
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
大
正

十
五
年
以
後
は
昭
和
三
年
ま
で
京
都
滞
在
の
記
録
は
見
え
な
い
。
と
な
る
と
、

村
田
翁
の
「
三
年
ほ
ど
続
け
て
」
と
い
う
の
は
、
大
正
十
三
年
か
ら
十
五
年
の

こ
と
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
王
の
舟
を
漕
い
だ
回
想
で
は

「
わ
し
が
後
ろ
で
舵
と
っ
と
る
と
ね
、
す
ぐ
横
や
ら
に
警
固
の
巡
査
が
乗
っ

と
り
ま
し
て
ね
、
ほ
ん
で
わ
し
が
ね
、
殿
下
に
気
楽
に
モ
ノ
言
う
さ
け
え

ね
、
に
ら
み
つ
け
ま
ん
に
ゃ
わ
」

と
あ
る
。
当
時
の
舟
は
船
頭
が
四
人
乗
っ
て
お
り
、
船
頭
の
技
術
レ
ヴ
ェ
ル
に

よ
っ
て
持
ち
場
が
異
な
っ
て
い
た
。

「
一
番
最
初
に
さ
せ
て
も
ら
う
の
ん
は
二
番
目
（
小
谷
注
‥
後
）
の
櫂
で
、

そ
の
次
に
一
番
目
（
小
谷
注
‥
前
）
の
櫂
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
一
番
前
に

乗
る
棹
さ
し
で
、
そ
れ
か
ら
や
ね
、
こ
い
つ
一
人
前
や
な
と
見
た
ら
後
ろ

の
舵
と
り
さ
せ
ま
ん
に
ゃ
。
舵
と
り
は
、
今
や
っ
た
ら
二
年
も
し
た
ら
さ

せ
ま
す
け
ん
ど
、
昔
は
そ
ん
な
ん
さ
さ
へ
ん
の
ど
す
。
…
（
中
略
）
…
わ

し
の
師
匠
は
、
五
年
目
に
や
っ
と
舵
持
た
せ
て
く
れ
た
ん
で
す
わ
」

　
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
生
ま
れ
の
村
田
翁
が
、
船
頭
修
業
に
出
た
時

の
こ
と
を
、「
小
学
校
を
六
年
生
で
卒
業
し
た
翌
く
る
年
で
っ
さ
か
い
、
十
三
歳

（
内
田
注
‥
村
田
翁
が
自
身
の
年
齢
を
言
う
場
合
、
必
ず
数
え
年
）
で
す
な
」
と

言
っ
て
い
る
。
数
え
の
十
三
歳
は
大
正
十
（
一
九
二
一
） 

五
年
目
で
後
ろ

の
舵
と
り
を
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
村
田
翁
が
王

の
舟
に
乗
っ
て
後
ろ
で
舵
を
と
り
、
警
固
の
巡
査
に
睨
ま
れ
た
の
は
、
大
正
十

四
（
一
九
二
五
）
年
以
降
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
村
田
翁
が
「
三
年
ほ
ど
続
け
て

（
注
５
）

年
。

殿
下
の
船
に
乗
」
っ
た
と
回
想
し
た
の
は
、
前
述
の
大
正
十
三
年
か
ら
十
五
年

と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
大
正
十
三
年
五
月
に
は
、「
一
番
前
に
乗
る
棹
さ

し
」
と
し
て
舟
に
乗
り
、
十
四
年
以
降
は
後
ろ
の
舵
取
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
。

三
、「
保
寿
泉
」
命
名
と
「
保
寿
泉
」
建
立
の
時
期
に
つ
い
て

（
１
）　
具
体
的
時
期
の
検
討

　
で
は
邦
彦
王
に
よ
る
「
保
寿
泉
」
命
名
の
時
期
お
よ
び
「
保
寿
泉
」
碑
建
立

の
時
期
は
い
つ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
命
名
の
時
期
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
三
年
十
一
月
一
日

の
竹
霞
の
書
簡
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
王
に
よ
る
「
保
寿
泉
」
命
名
は
、
昭

和
三
年
十
月
下
旬
よ
り
も
以
前
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
命
名
か
ら
石

碑
運
搬
ま
で
に
は
、
邦
彦
王
に
よ
る
「
保
寿
泉
」
三
大
字
の
揮
毫
、
染
筆
の
下

賜
、
鞍
馬
石
の
選
定
、
双
鉤
（
籠
字
）
の
作
業
、
鞍
馬
石
の
研
磨
と
刻
字
と
い

う
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
部
の
作
業
は
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
と

考
え
て
も
、
一
、
二
か
月
の
短
時
日
で
は
ま
ず
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
川

西
翁
の
「
命
名
記
」
で
は
、
昭
和
天
皇
即
位
の
大
典
の
折
に
竹
霞
が
泉
水
を
毎

日
献
じ
た
の
で
、
邦
彦
王
が
命
名
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
前
に
、
王
は
泉
水
を
賞
翫
し
て
命
名
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
村

田
翁
が
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
う
ま
い
水
で
ん
に
ゃ
。
ほ
ん
で
毎
年
川
下
り
さ
れ
る
久
邇
宮
殿
下
が
、
そ

の
水
を
汲
ん
で
お
持
ち
帰
り
ン
な
っ
て
ね
、
ほ
ん
で
お
茶
の
会
し
や
は
ん

の
ど
す
わ
」

こ
の
回
想
か
ら
、
少
な
く
と
も
大
正
十
三
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
川
下
り
さ

京都・保津川河畔の久邇宮邦彦王「保寿泉」碑について４１８
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れ
た
王
が
、
泉
水
を
茶
会
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
命
名
の
時
期

は
、
大
正
の
末
か
ら
昭
和
三
年
の
十
月
ま
で
に
絞
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
に
、「
保
寿
泉
」
碑
建
立
の
時
期
を
検
討
し
た
い
。
さ
き
に
引
用
し
た
村
田

翁
の
回
想
の
中
に
、
石
碑
建
立
の
時
期
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

「
そ
の
碑
を
建
て
は
る
と
き
に
ね
、
わ
し
ら
が
殿
下
を
舟
に
乗
せ
て
い
き
ま

し
た
ん
や
わ
。
ち
ょ
う
ど
わ
し
が
徴
兵
検
査
の
じ
ぶ
ん
で
し
た
わ
」

当
時
、
徴
兵
検
査
は
満
二
十
歳
に
達
し
た
男
子
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
翁

の
生
年
月
日
は
明
治
四
十
二
年
八
月
十
一
日
。
翁
が
検
査
を
受
け
た
年
は
昭
和

四
（
一
九
二
九
）
年
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
翁
は
、「
建
て
は
っ
た
の
は
昭
和

五
年
（
小
谷
氏
注
‥
一
九
三
〇
）
頃
や
っ
た
と
思
い
ま
す
な

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

（
傍
点
内
田
）」

と
も
回
想
し
て
い
る
。
時
期
に
関
し
て
、
翁
の
記
憶
は
定
か
で
は
な
い
。
小
谷

氏
が
聞
き
取
り
を
行
な
っ
た
の
は
、
翁
が
七
十
を
越
え
て
か
ら
で
あ
り
、
五
十

数
年
前
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
年
月
が
朧
げ
で
あ
る
の

も
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
翁
の
記
憶
す
る
時
期
に
よ
れ
ば
、
石
碑
建
立
は
昭
和
四
年
か
昭
和
五

年
の
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ 

が
、
し
か
し
、
邦
彦
王
は
昭
和
四
年
一
月
二

十
七
日
に
結
腸
Ｓ
字
状
部
潰
瘍
腹
膜
炎
に
て
薨
去
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前

年
の
昭
和
三
年
十
二
月
三
十
日
に
帰
京
さ
れ
、
正
月
は
東
京
、
一
月
六
日
よ
り

熱
海
に
転
地
、
十
二
日
は
小
田
原
の
益
田
男
爵
別
荘
へ
、
十
六
日
は
陸
軍
大
臣

邸
で
の
会
議
、
二
十
一
日
は
宮
中
の
軍
事
参
議
官
会
議
、
同
日
午
後
熱
海
、
二

十
三
日
午
後
に
突
然
卒
倒
さ
れ
て
以
後
病
床
に
あ
ら
れ
た
。

　
こ
の
情
況
か
ら
考
え
る
と
、
村
田
翁
が
石
碑
建
立
の
際
に
王
の
舟
に
乗
っ
た

の
は
、
翁
が
徴
兵
検
査
を
受
け
た
年
（
昭
和
四
年
）
の
前
年
（
昭
和
三
年
）
の

冬
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
仮
に
翁
が
昭
和
四
年
の
四
月
に
徴
兵
検
査
を
受
け
た

（
注
６
）

る
。

と
す
れ
ば
、
翁
の
記
憶
の
誤
差
は
数
か
月
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
さ
き
に
引

用
し
た
十
月
一
日
の
竹
霞
の
書
簡
に
は
、「
漸
く
停
車
場
よ
り
…
（
中
略
）
…
保

津
橋
辺
迄
着
。
昨
今
、
筏
組
立
、
川
水
よ
く
都
合
に
て
現
場
へ
下
し
申
す
べ
く

候
。
…
（
中
略
）
…
猶
、
落
成
の
上
は
、
早
速
言
上
仕
る
べ
く
候
」
と
い
う
記

述
が
あ
っ
た
。
と
な
る
と
、
昭
和
三
年
十
一
月
以
降
、
天
皇
・
皇
后
が
東
京
に

還
幸
啓
の
際
に
、
供
奉
と
し
て
王
が
京
都
を
離
れ
た
十
一
月
二
十
六
日
以
前
、

こ
の
間
に
建
立
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　『
行
実
』
の
王
の
略
年
譜
を
見
る
と
、
前
月
の
十
月
二
十
三
日
か
ら
、
和
泉
摂

津
地
方
に
出
張
さ
れ
、
翌
月
の
十
一
月
一
日
に
は
、
甲
南
高
等
学
校
視
察
、
二

日
に
は
湊
川
神
社
・
人
丸
神
社
等
参
拝
。
七
日
に
は
天
皇
・
皇
后
宮
京
都
御
着

輦
に
つ
き
奉
迎
、
九
日
に
は
天
機
・
ご
機
嫌
奉
伺
、
十
日
か
ら
は
即
位
御
大
礼

に
奉
仕
。『
行
実
』
の
本
文
で
は
、
十
四
日
に
大
嘗
祭
を
は
じ
め
連
日
の
儀
式
に

供
奉
、
十
九
日
に
伊
勢
行
幸
啓
を
京
都
駅
に
奉
迎
の
後
、
京
都
で
の
奉
祝
行
事

を
統
裁
さ
れ
、
そ
の
間
、
高
尾
・
槇
尾
・
栂
尾
な
ど
を
遊
覧
。
二
十
二
日
よ
り

伊
勢
よ
り
京
都
へ
の
行
幸
啓
を
奉
迎
し
、
二
十
六
日
に
東
京
へ
還
幸
啓
の
供
奉

を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
二
十
七
日
に
帰
京
、
無
事
退
任
を
果
た
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
こ
の
間
、
保
津
川
で
の
「
保
寿
泉
」
建
立
式
に
王
が
光
臨
さ
れ
得
る
日
時
を

考
え
た
場
合
、
十
一
月
三
日
か
ら
六
日
の
間
、
或
い
は
、『
行
実
』
に
「
そ
の
間
、

高
尾
・
槇
尾
・
栂
尾
な
ど
を
遊
覧
さ
れ
」
た
と
あ
っ
て
具
体
的
日
取
り
は
記
録

さ
れ
て
い
な
い
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
の
間
の
い
ず
れ
か
一
日
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
以
外
の
日
に
保
津
川
を
下
ら
れ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

（
２
）　「
保
寿
泉
」
の
名
と
そ
の
碑
に
込
め
ら
れ
た
意
味

　「
保
寿
泉
」
碑
が
、
昭
和
三
年
十
一
月
の
大
典
の
時
期
に
立
碑
さ
れ
た
の
は
、

内　　田　　誠　　一 ４１７



三
九

実
の
と
こ
ろ
、
建
立
の
時
期
を
意
図
的
に
大
典
に
合
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

現
地
調
査
の
際
に
は
、
単
に
三
角
形
の
自
然
石
（
卑
俗
な
喩
え
を
す
る
な
ら
ば
、

お
む
す
び
の
よ
う
な
石
）
と
し
か
目
に
映
ら
な
か
っ
た
が
、
後
日
、
写
真
を
じ
っ

く
り
見
る
と
、
富
士
山
の
形
に
似
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
一
般
に
石
碑
と
言
え
ば
四
角
柱
で
あ
る
。
保
津
川
河
畔
ま
で
運
ぶ
こ
と
を
考

え
た
ら
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
運
び
や
す
い
。
そ
れ
な
の
に
、
敢
え
て
こ
の
よ
う

な
形
の
自
然
石
を
選
ん
だ
の
は
、
即
位
の
大
典
を
意
識
し
て
、
日
本
を
象
徴
す

る
「
霊
峰
富
士
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
三
角
形
の
石
が
選
定
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
昭
和
三
年
の
即
位
の
大
礼
よ
り
僅
か
五
年
前
の
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）

年
七
月
に
、
摂
政
宮
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
自
ら
富
士
山
を
登
山
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
推
測
は
的
外
れ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
保
寿
泉
」
は
「
保
津
の
泉
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
命
名
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
保
寿
（
寿
を
保
つ
）」
と
し
た
の
は
、
新
天
皇
の
「
保

寿
」
を
祈
念
し
て
命
名
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に

推
測
す
る
の
も
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
邦
彦
王
が
三
年
続

け
て
保
津
川
下
り
さ
れ
、
廻
り
淵
の
泉
水
を
持
ち
帰
ら
れ
て
茶
会
を
開
か
れ
た

こ
と
が
、
村
田
翁
の
回
想
に
あ
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
水
で
点
て
た
お
茶
は

昭
和
天
皇
が
賞
翫
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
王
は
天
皇
の
義
父
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
に
、
王
が
摂
政
宮
に
川
下
り
の
爽

快
さ
を
お
話
し
し
て
お
勧
め
し
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
大
正
十
五
（
一
九

二
六
）
年
に
は
摂
政
宮
が
、
保
津
川
下
り
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
王

が
新
天
皇
の
「
聖
寿
万
歳
」
の
願
い
を
込
め
て
「
保
寿
」
の
泉
と
命
名
し
た
可

能
性
は
大
い
に
あ
ろ
う
。

　
中
国
に
は
吉
祥
や
長
寿
を
祝
う
「
福
如
東
海
長
流
水
、
寿
比
南
山
不
老
松

（
福
は
東
海
の
長
流
の
水
の
ご
と
く
、
寿
は
南
山
の
不
老
の
松
に
比
す
）」
と
い

う
対
句
が
あ
る
。
簡
単
に
は
「
福
如
東
海
、
寿
比
南
山
」
と
も
云
う
。
漢
籍
に

通
じ
て
い
た
竹
霞
は
、
王
の
御
意
を
体
し
、
廻
り
淵
を
東
方
の
海
に
見
立
て
、

富
士
山
の
威
容
を
偲
ば
せ
る
三
角
の
鞍
馬
石
を
終
南
山
に
擬
え
、
そ
の
石
に
王

の
染
筆
を
刻
ん
で
建
立
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
は
憶
測
が
過
ぎ
る

で
あ
ろ
う
か
。
竹
霞
は
、
数
年
後
の
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
描
い
た
「
嵐

峡
十
二
景
」（
加
賀
尾
宏
一
氏
蔵
）
の
う
ち
の
一
景
「
曲
淵
躑
躅
（
き
ょ
く
え

ん
て
き
ち
ょ
く
／
ま
が
り
ぶ
ち
つ
つ
じ
）」
に
お
い
て
、「
保
寿
泉
」
碑
を
恰
も

山
の
よ
う
に
描
き
入
れ
て
い
る
（
図
８
中
央
）。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
し

た
竹
霞
の
「
保
寿
泉
水

献
上
図
」
の
識
語
に
は

「
昭
和
三
年
十
一
月
吉

祥
」
と
あ
っ
た
。
竹
霞

が
泉
水
を
献
上
し
た
の

も
、
王
か
ら
命
名
を
戴

い
た
の
も
、
十
一
月
よ

り
か
な
り
以
前
で
あ
っ

た
が
、
敢
え
て
即
位
の

大
礼
が
行
な
わ
れ
た
十

一
月
に
命
名
し
て
戴
い

た
と
い
う
「
形
」
を

と
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
臣
民
挙
っ
て
慶
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四
〇

賀
す
べ
き
吉
祥
の
月
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
寿
泉
や
石
碑
の
価
値

も
弥
増
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
川
西
光
之
助
翁
の
「
命
名
記
」

が
、
竹
霞
と
同
様
の
形
を
と
っ
て
記
述
し
て
い
る
の
も
、
竹
霞
の
意
図
を
汲
ん

だ
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、
竹
霞
は
「
保
寿
泉
」
命
名
お
よ
び
三
大
字
下
賜

へ
の
御
礼
言
上
の
意
味
あ
い
か
ら
、
王
の
染
筆
を
刻
ん
だ
石
碑
を
建
立
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
天
皇
の
即
位
と
聖
寿
万
歳
、
さ
ら
に
は
邦
彦
王
第
一
王
女
の

良
子
女
王
が
皇
后
に
な
ら
れ
た
こ
と
へ
の
お
祝
い
（
久
邇
宮
家
へ
の
お
祝
い
）

と
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
あ
る
ま
い 

四
、「
保
寿
泉
」
余
話

─
─
梨
木
神
社
に
お
け
る
茶
会
の
開
催
と
銘
酒
「
保
寿
泉
」

の
誕
生
─
─

　
保
寿
泉
の
水
は
梨
木
神
社
の
茶
会
で
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
き
に
引
用

し
た
川
西
翁
の
「
命
名
記
」
の
第
二
段
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
後
数
年
、
余
　
竹
霞
を
訪
ふ
。
竹
霞
曰
く
、『
余
　
梨
木
神
社
を
崇
敬
す

る
こ
と
年
久
し
。
今
老
た
り
。
殿
下
賜
ふ
所
の
三
大
字
一
幅
を
神
社
に
献

じ
、
毎
年
一
回
、
泉
を
汲
み
、
宝
翰
の 
下 
、
献
茶
の
礼
を
修
め
、
同
好
の

も
と

士
女
を
し
て
、
霊
液
を
服
せ
し
む
る
を
得
ば
、
余
が
願
足
る
』
と
。
余
　

之
を
諾
す
。
昭
和
己
卯
の
年
、
十
二
月
十
五
日
、
神
前
始
（
初
）
め
て
茶

を
献
ず
。
今
日
庵
宗
匠
　
供
奠
し
、
町
尻
子
爵
夫
人
　
宴
席
を
掌
る
。
賓

客
　
堂
に
溢
る
」

　「
梨
木
神
社
」
と
は
、
京
都
市
上
京
区
に
鎮
座
す
る
旧
・
別
格
官
幣
社
。
祭
神

（
注
７
）

か
。

は
三
条
実
万
公
・
実
美
公
父
子
。
手
水
舎
に
は
、
染
井
の
井
戸
が
あ
り
、
醒
ヶ

井
・
県
井
と
と
も
に
「
京
都
三
名
水
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
萩
の
宮
と
も

言
わ
れ
、
京
都
の
萩
の
名
所
と
し
て
も
名
高
い
。

　「
殿
下
賜
ふ
所
の
三
大
字
一
幅
」
と
は
、
邦
彦
王
が
竹
霞
に
下
賜
し
た
「
保
寿

泉
」
の
三
大
字
を
軸
装
し
て
掛
幅
と
し
た
も
の
。
一
般
に
毛
筆
揮
毫
し
た
作
品

を
石
に
刻
す
る
場
合
、
作
品
を
石
に
張
り
付
け
て
刻
す
る
方
法
（
こ
の
場
合
、

作
品
は
石
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
の
で
残
ら
な
い
）
と
、
作
品
の
文
字
を
双
鉤
（
籠

字
）
に
と
っ
て
そ
れ
を
石
に
貼
っ
て
刻
す
る
方
法
と
が
あ
る
。「
保
寿
泉
」
碑

の
場
合
、
皇
族
の
染
筆
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
後
者
の
方
法
が
採
用
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
邦
彦
王
染
筆
の
原
本
は
竹
霞
の
手
許
に
残
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
文
中
の
「
宝
翰
」
と
は
邦
彦
王
染
筆
の
原
本
を
指
す
。

　「
昭
和
己
卯
」
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
。「
今
日
庵
宗
匠
」
と
は
、

裏
千
家
十
四
世
家
元
・
碩
叟
宗
室
（
一
八
九
三
～
一
九
六
四
）。
一
般
に
淡
々

斎
と
呼
ば
れ
る
。「
町
尻
子
爵
夫
人
」
と
は
、
町
尻
量
基
（
一
八
八
八
～
一
九
四

五
・
陸
軍
中
将
）
に
降
嫁
さ
れ
た
賀
陽
宮
由
紀
子
女
王
（
一
八
九
五
～
一
九
四

六
）
の
こ
と
。
由
紀
子
女
王
は
、
邦
彦
王
の
兄
・
邦
憲
王
の
第
一
王
女
で
、
邦

彦
王
の
姪
。

　
こ
の
段
の
内
容
を
解
り
易
く
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。「
数
年
後
、
私
は

竹
霞
を
訪
問
し
た
。
竹
霞
が
言
う
に
は
『
私
は
梨
木
神
社
を
長
年
崇
敬
し
て
い

ま
す
が
、
も
う
年
を
取
り
ま
し
た
。
殿
下
か
ら
下
賜
さ
れ
た
「
保
寿
泉
」
の
三

大
字
の
掛
幅
を
梨
木
神
社
に
奉
納
し
、
毎
年
一
回
、
保
寿
泉
の
水
を
汲
ん
で
、

殿
下
染
筆
の
掛
幅
の
下
で
献
茶
式
を
行
っ
て
、
同
好
の
人
々
に
美
味
な
る
清
泉

で
点
て
た
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
有
り
難
い
こ
と
で
す
』
と
。
私

は
こ
の
件
を
承
諾
し
た
。
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
五
日
、
梨
木
神
社
の
神
前
に

内　　田　　誠　　一 ４１５



四
一

お
い
て
初
め
て
茶
を
献
じ
た
。
裏
千
家
の
淡
々
斎
宗
匠
が
茶
を
供
え
、
町
尻
子

爵
夫
人
の
由
紀
子
氏
が
茶
会
を
取
り
仕
切
っ
た
。
お
客
様
が
部
屋
に
溢
れ
る
ほ

ど
沢
山
お
い
で
に
な
っ
た
」

　
邦
彦
王
よ
り
下
賜
さ
れ
た
「
保
寿
泉
」
の
三
大
字
の
掛
幅
を
、
竹
霞
が
梨
木

神
社
に
奉
納
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
竹
霞
の
言
葉
通
り
、
長
年
崇
敬
し
て
い

た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
筆
者
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
梨

木
神
社
が
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
年
に
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の
令
旨
に
基
づ

い
て
創
建
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
朝
彦
親
王
は
邦
彦
王
の
父
宮
で
あ
り
、
邦
彦
王
と
は
因
縁
浅
か
ら
ぬ

神
社
な
の
で
あ
る
。

　
川
西
翁
の
「
命
名
記
」
の
最
後
に
、
銘
酒
「
保
寿
泉
」
誕
生
の
逸
話
が
記
さ

れ
て
い
る
。

「
時
に
鈴
木
三
郎
君
曰
く
、『 
希 
く
ば
此
の
名
水
を
以
て
酒
に
醸
し
、
高
貴

ね
が
は

の
門
下
に
献
ず
る
こ
と
を
得
ん
』
と
。
余
　
即
席
　
之
を
友
人
醸
家
・
安

田
末
次
郎
翁
に
謀
る
。
翁
曰
く
、『
試
み
に
之
を
験
せ
ん
』
と
。
験
し
て
曰

く
、『
善
し
』
と
。
即
ち
長
子
・
揚
之
助
に
命
じ
て
事
に
当
ら
し
め
、
美
酒

を
醸
す
こ
と
を
得
た
り
。
遂
に
泉
名
を
取
り
て
、
亦
　
之
を
酒
に
命
ず
と

云
爾
。
昭
和
十
五
年
六
月
吉
日
、
為
　
保
寿
泉
醸
造
家
・
安
田
揚
之
助

君
。　
別
格
官
幣
社
梨
木
神
社
宮
司
　
川
西
光
之
助
」

　「
鈴
木
三
郎
君
」
と
は
、
関
東
都
督
府
外
事
総
長
・
久
邇
宮
御
用
掛
。
鈴
木
貫

太
郎
首
相
の
弟
。「
安
田
末
次
郎
」
と
は
、
安
田
酒
造
主
人
。
揚
之
助
は
そ
の
長

男
。「
云
爾
」
と
は
、
文
章
の
末
尾
に
置
き
、
上
文
の
内
容
を
強
調
す
る
語
。

「
し
か
い
ふ
」
と
読
み
、「
以
上
の
通
り
で
あ
る
」
の
意
。

　
現
代
語
に
す
る
と
「
そ
の
時
、
鈴
木
三
郎
君
が
言
っ
た
。『
こ
の
保
寿
泉
の
名

水
で
酒
を
醸
造
し
て
高
貴
な
方
々
に
献
上
で
き
た
ら
い
い
が
』
と
。
私
は
す
ぐ

に
こ
の
件
を
友
人
の
醸
造
家
で
あ
る
安
田
末
次
郎
翁
に
相
談
し
た
。
翁
は
『（
で

は
泉
水
を
）
試
飲
し
て
み
よ
う
』
と
試
飲
し
た
と
こ
ろ
『
こ
れ
は
い
い
ね
』
と

言
っ
た
。
翁
は
す
ぐ
に
長
男
の
揚
之
助
に
酒
造
り
を
命
じ
て
美
酒
を
醸
造
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
保
寿
泉
の
名
を
と
っ
て
酒
の
名
と
し
た
と
い
う

わ
け
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
久
邇
宮
の
御
用
掛
を
し
て
い
た
鈴
木
三
郎
氏
の
提
案
に
よ
っ
て
、
川
西
翁
が

安
田
酒
造
の
主
人
に
保
寿
泉
の
水
で
酒
を
醸
す
こ
と
を
勧
め
る
と
、
美
酒
が
で

き
た
の
で
、
泉
名
の
「
保
寿
泉
」
を

酒
の
銘
柄
と
し
た
と
い
う
話
で
あ

る
。
安
田
酒
造
は
嘉
永
二
（
一
八
四

九
）
年
創
業
の
、
三
条
商
店
街
に

あ
っ
た
酒
蔵
で
あ
る
が
、
今
を
去
る

こ
と
十
年
前
に
廃
業
し
た
。
現
在
で

は
、
京
都
・
川
端
丸
太
町
の
鶏
料
理

の
名
店
「
京
の
鳥
ど
こ
ろ
　
八
起

庵
」
で
し
か
飲
め
な
い
銘
柄
と
し
て
、

京
都
の
佐
々
木
酒
造
が
造
る
純
米
吟

醸
「
保
寿
泉
」（
図
９
）
に
そ
の
名
が

継
承
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
。

五
、
結
　
　
　
　
　
語

　
本
稿
で
は
久
邇
宮
邦
彦
王
書
丹
の
「
保
寿
泉
」
碑
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
泉
名

京都・保津川河畔の久邇宮邦彦王「保寿泉」碑について

図
９
　
純
米
吟
醸
酒
「
保
寿
泉
」

４１４



四
二

の
命
名
の
経
緯
お
よ
び
石
碑
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
考
証
し
た
。

　
邦
彦
王
が
、
泉
名
を
「
保
寿
泉
」
と
命
名
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
は
、
こ
の

泉
水
で
点
て
た
茶
を
賞
翫
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
新
天
皇
の
「
聖
寿
万
歳
」
を
祈
念

し
、
さ
ら
に
は
「
国
家
安
泰
」
の
意
味
を
も
含
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

邦
彦
王
は
昭
和
天
皇
の
義
父
に
当
た
る
方
で
あ
り
、
裕
仁
親
王
の
即
位
に
は
、

感
慨
一
入
の
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
石
碑
建
立
の
時
期
を
、
昭
和
天
皇

即
位
の
大
典
が
行
な
わ
れ
た
昭
和
三
年
十
一
月
と
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
石
碑

建
立
が
意
図
的
に
大
典
の
時
期
に
行
な
わ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
竹
霞
は
、

天
皇
の
即
位
を
祝
賀
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
邦
彦
王
の
染
筆
を
石
碑
に
刻
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
邦
彦
王
の
王
女
で
あ
る
良
子
女
王
が
皇
后
と
な
っ
た
お
祝
い

と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
注

（
１
）　「
久
邇
宮
三
代
の
書
に
つ
い
て
」（
本
紀
要
　
・
二
〇
一
一
年
）、
及
び
「
久
邇
宮

３９

俔
子
妃
筆
『
三
十
六
歌
仙
和
歌
御
色
紙
』
に
つ
い
て
─
久
邇
宮
と
竜
田
神
社
の
関

係
を
物
語
る
御
下
賜
品
の
考
察
─
」（
本
紀
要
　
・
二
〇
一
二
年
）
の
二
篇
。

４０

（
２
）　「
命
名
記
」
を
次
に
そ
の
ま
ま
翻
刻
す
る
。

　
　
　
純
酒
保
寿
泉
命
名
記
／
「
慶
維
新
」（
関
防
印
・
朱
文
楕
円
印
）　
山
城
保
津
川

曲
渕
の
北
岸
断
崖
絶
壁
の
下
清
泉
湧
出
す
篠
山
の
人
画
家
竹
霞
平
尾
悳
常
に
之
を

愛
飲
す
昭
和
登
極
の
大
典
に
際
し
　
久
邇
大
将
宮
邦
彦
王
殿
下
京
都
南
禅
寺
畔
野

村
／
邸
に
館
し
給
ふ
や
竹
霞
人
を
曲
渕
に
遣
は
し
清
泉
を
汲
み
日
々
之
を
　
殿
下

に
献
ず
／
殿
下
嘉
賞
し
給
ひ
保
寿
泉
の
三
大
字
を
書
し
て
之
に
賜
ふ
竹
霞
　
恐
懼

感
激
し
て
之
を
巨
石
／
に
刻
し
曲
渕
潭
上
に
置
く
後
数
年
余
竹
霞
を
訪
ふ
竹
霞
曰

く
余
梨
木
神
社
を
崇
敬
す
る
／
こ
と
年
久
し
今
老
た
り
　
殿
下
賜
ふ
所
の
三
大
字

一
幅
を
神
社
に
献
じ
毎
年
一
回
泉
を
汲
み
／
宝
翰
の
下
献
茶
の
礼
を
修
め
同
好
の

士
女
を
し
て
霊
液
を
服
せ
し
む
る
を
得
ば
余
が
願
足
／
る
と
余
之
を
諾
す
昭
和
己

卯
の
年
十
二
月
十
五
日
神
前
始
め
て
茶
を
献
ず
今
日
庵
宗
匠
供
／
奠
し
町
尻
子
爵

夫
人
宴
席
を
掌
る
賓
客
堂
に
溢
る
時
に
鈴
木
三
郎
君
曰
く
希
く
ば
此
の
名
／
水
を

以
て
酒
に
醸
し
高
貴
の
門
下
に
献
ず
る
こ
と
を
得
ん
と
余
即
席
之
を
友
人
醸
家
安

田
／
末
次
郎
翁
に
謀
る
翁
曰
く
試
み
に
之
を
験
せ
ん
と
験
し
て
曰
く
善
し
と
即
ち

長
子
揚
之
助
／
に
命
じ
て
事
に
当
ら
し
め
美
酒
を
醸
す
こ
と
を
得
た
り
遂
に
泉
名

を
取
り
て
亦
之
を
酒
に
／
命
ず
と
云
爾
／
昭
和
十
五
年
六
月
吉
日
為
保
寿
泉
醸
造

家
安
田
揚
之
助
君
／
別
格
官
幣
社
梨
木
神
社
宮
司
川
西
光
之
助
「
光
印
」（
白
文

方
印
）「
南
渓
」（
朱
文
方
印
）

（
３
）　「
国
指
定
重
要
文
化
財
　『
野
村
別
邸
　
碧
雲
荘
』
の
サ
イ
ト
（hekiunsou.jp/

             
） 

参
照
。

（
４
）　
竹
霞
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
、
紀
伊
徳
川
家
別
邸
「
双
青
寮
」
で
「
和

歌
浦
廿
一
勝
」
を
描
い
た
こ
と
が
あ
り
、
和
歌
山
の
旅
館
経
営
者
で
あ
る
中
尾
氏

か
ら
支
援
を
受
け
て
い
た
そ
う
で
あ
る
（
加
賀
尾
宏
一
氏
教
示
）。
そ
の
よ
う
な

関
係
か
ら
、
和
歌
山
か
ら
竹
霞
の
許
に
仏
手
柑
が
届
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）　
村
田
翁
の
回
想
で
「
初
め
て
船
頭
に
出
た
の
は
…
（
中
略
）
…
十
三
歳
で
す
な
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
で
す
わ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
聞
き
手
の
小
谷
氏
の

聞
き
と
り
間
違
い
で
あ
ろ
う
。「
十
年
」
と
「
十
二
年
」
は
聞
き
間
違
う
可
能
性

が
高
い
。

（
６
）　
保
津
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
保
津
川
峡
谷
の
地
名
と
謂
れ
』（
保
津
町
自
治
会
、

二
〇
〇
一
年
）
の
「
保
寿
泉
」
の
項
で
は
、
翁
の
回
想
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
が
、「
昭
和
五
年
」
に
「
据
え
付
け
た
と
い
う
」
と
あ
る
。
仮
に
昭
和
五

年
で
あ
れ
ば
、「
碑
を
建
て
は
る
と
き
に
ね
、
わ
し
ら
が
殿
下
を
舟
に
乗
せ
て
い

き
ま
し
た
ん
や
わ
」
と
い
う
回
想
の
中
の
「
殿
下
」
は
、
昭
和
四
年
に
薨
去
し
た

邦
彦
王
で
は
な
く
、
邦
彦
王
第
一
王
子
の
朝
融
王
（
昭
和
五
年
当
時
、
満
二
十
九

歳
）
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
翁
が
朝
融
王
の
舟
に
も
乗
っ
た
と
す
れ
ば
、

二
代
の
宮
殿
下
の
舟
に
乗
っ
た
わ
け
で
、
光
栄
な
る
こ
と
こ
の
上
も
な
く
、
大
い

に
自
慢
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
必
ず
や
記
憶
に
刻
ま
れ
て
、「
殿
下
の
息
子
さ
ん
の

舟
に
も
乗
っ
た
ん
ど
っ
せ
」
と
い
う
回
想
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
翁
の
回
想
に
は
朝
融
王
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
年

で
あ
る
可
能
性
（
邦
彦
王
薨
去
後
に
石
碑
建
立
が
行
な
わ
れ
て
、
朝
融
王
の
舟
に
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四
三

も
乗
っ
た
可
能
性
）
は
、
著
し
く
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
７
）　
二
〇
〇
六
年
の
篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
特
別
展
「
平
尾
竹
霞
展
」
の
折
に
開
催

さ
れ
た
松
尾
芳
樹
氏
の
講
演
レ
ジ
ュ
メ
に
拠
れ
ば
、
竹
霞
は
、
昭
和
八
（
一
九
三

三
）
年
十
二
月
の
皇
太
子
（
亡
き
邦
彦
王
に
と
っ
て
は
外
孫
）
生
誕
を
お
祝
い
し

て
、
久
邇
宮
妃
殿
下
に
作
品
を
献
上
し
た
よ
う
で
あ
る
。

■
付
記

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
る
実
地
調
査
に
は
荊
妻
も
同
行
（
図
　
）
し
、
調
査
に
協
力

１０

し
て
く
れ
た
。
例
年
、
中
国
の
険
し
い
山
岳
地
帯
で
の
調
査
で
は
、
危
険
が
伴
う
た

め
、
筆
者
か
ら
同
行
を
促
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
保
津
川
で
の
調
査
は
自

発
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

保
津
川
下
り
は
、
規
則
を

守
り
ガ
イ
ド
さ
ん
の
指
示

に
従
え
ば
、
危
険
で
は
な

い
こ
と
を
、
今
回
の
調
査

に
お
い
て
、
身
を
も
っ
て

実
感
で
き
た
。
最
初
は
怖

が
っ
て
い
た
荊
妻
も
、
下

り
終
え
た
後
は
爽
快
感
に

浸
り
、
ま
た
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
で
川
下
り
を
し
た
い
と

笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
の
後
は
、
渡

月
亭
さ
ん
で
嵐
山
温
泉
に

浸
か
り
、
渡
月
橋
を
眺
め
な
が
ら
京
料
理
と
伏
見
の
銘
酒
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
本
稿

の
読
者
の
方
々
に
も
保
津
川
下
り
を
お
勧
め
し
た
い
。

■
追
記

　
印
刷
所
に
入
稿
後
に
、
平
尾
竹
霞
顕
彰
会
の
代
表
・
加
賀
尾
宏
一
氏
よ
り
、
昭
和

三
十
三
年
八
月
二
十
三
日
付
の
京
都
新
聞
に
、「
保
寿
泉
」
の
紹
介
記
事
が
出
て
い
る

と
の
教
示
を
受
け
た
。
そ
こ
に
は
、
邦
彦
王
の
「
保
寿
泉
」
三
大
字
の
揮
毫
は
、
昭

和
三
年
九
月
、
赤
倉
別
邸
に
お
け
る
も
の
と
あ
る
。
石
碑
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
平

尾
竹
霞
が
、「
当
時
の
田
中
善
之
助
亀
岡
町
長
、
酒
井
為
吉
亀
岡
駅
長
、
木
村
作
次

篠
村
安
詳
（
内
田
補
‥
尋
常
高
等
小
学
）
校
長
ら
と
と
も
に
建
碑
を
思
い
立
ち
、
昭

和
三
年
十
一
月
十
八
日
」
に
「
曲
り
淵
に
建
て
た
」
と
あ
っ
た
。

　
本
稿
八
頁
で
、「
保
寿
泉
」
建
立
式
に
つ
い
て
、
昭
和
三
年
の
「
十
一
月
三
日
か
ら

六
日
の
間
」
か
「
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
の
間
の
い
ず
れ
か
一
日
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
た
が
、
筆
者
の
推
定
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

■
鳴
謝

　
実
地
調
査
を
行
な
い
、
資
料
を
検
討
し
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
多
く
の

方
々
の
ご
好
意
・
ご
教
示
を
戴
い
た
。
そ
の
方
々
を
時
系
列
で
ご
紹
介
し
た
い
。

　
調
査
を
す
る
数
か
月
前
よ
り
、
大
阪
商
業
大
学
の
原
田
禎
夫
先
生
に
は
、
保
津
川

下
り
の
様
子
や
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
で
何
度
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
保
津
川
遊
船
代
表
理
事
の
工
藤
正
氏
に
は
、
調
査
に
際
し
て
過
分
の
御
好
意

を
戴
き
、
ま
た
調
査
後
も
色
々
ご
教
示
戴
い
た
。
調
査
当
日
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

ガ
イ
ド
で
あ
る
岡
田
竜
也
氏
・
疊
谷
侑
真
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
調
査
の
翌
々
日

に
昼
食
を
喫
し
た
京
都
・
川
端
丸
太
町
の
「
京
の
鳥
ど
こ
ろ
　
八
起
庵
」
で
は
、
社

長
の
川
西
光
敬
氏
か
ら
、
御
祖
父
様
の
川
西
光
之
助
翁
の
筆
に
な
る
「
純
酒
保
寿
泉

命
名
記
」
を
見
せ
て
戴
き
、
お
土
産
ま
で
頂
戴
し
、
本
稿
に
お
い
て
「
命
名
記
」
の

写
真
を
使
用
さ
せ
て
戴
い
た
。
篠
山
歴
史
美
術
館
の
山
本
宏
美
氏
か
ら
は
、
多
数
の

有
益
な
る
資
料
を
ご
提
供
戴
い
た
。
平
尾
竹
霞
顕
彰
会
の
代
表
・
加
賀
尾
宏
一
氏
に

は
、
お
電
話
に
て
色
々
ご
教
示
戴
き
、
ま
た
竹
霞
の
画
の
写
真
使
用
を
快
諾
し
て
戴

い
た
。
現
在
、
銘
酒
「
保
寿
泉
」
を
醸
造
さ
れ
て
お
ら
れ
る
酒
蔵
で
あ
る
佐
々
木
酒

造
の
社
長
・
佐
々
木
晃
氏
に
は
、
銘
酒
「
保
寿
泉
」
に
つ
い
て
メ
ー
ル
に
て
ご
教
示

戴
い
た
。
梨
木
神
社
禰
宜
の
多
田
氏
に
は
、
同
社
所
蔵
の
資
料
（
邦
彦
王
染
筆
お
よ

び
川
西
翁
筆
「
命
名
記
」）
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
に
て
ご
教
示
戴
い
た
。
茲
に
皆
様

方
の
ご
芳
名
を
拝
記
し
、
頓
首
再
拝
し
て
ご
好
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

〔
二
〇
一
二
・
九
・
二
七
　
受
理
〕 

京都・保津川河畔の久邇宮邦彦王「保寿泉」碑について

図
　
　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
て
（
ガ
イ
ド
さ
ん
と
）
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